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〈
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Ｏ
散
潮
翻
　
　
令
第

一
号

電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令

（昭
和
四
十

九
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
二
粂
第

一
項
第
二
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令

第
二
粂
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
務
の
区
分
を
定
め

る
命
令

の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

をつ
。平

成
十
七
年
四
月
十
五
日
文
部
科
学
大
巨
　
中
山
　
成
彬

経
済
産
業
大
巨
　
中
川
　
昭

一

電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令
第
二
条

第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
務
の
区
分
を
定
め

る
命
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令
第
二
粂
第

一

項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
務
の
区
分
を
定
め
る
命
令

（昭

和
五
十
年
齢
商
理
業
締
令
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第

≡
号

ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ
　
令
第

一
条
第

一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
研
修

の
実
施
に
要
す
る
費
帰
に
係
る
委
託
費
又
は
補
助

金
の
交
付
に
閥
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
号
ハ
に
掲

げ
る
も
の
以
外
の
も
の
並
び
に
同
項
第
五
号
口
に

規
定
す
る
研
修
の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
係
る
委

託
費
又
は
補
助
金
の
変
付
に
関
す
る
事
務
の
う

ち
　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
が
設
置
す
る
原

子
力
発
電
施
設
等
で
あ
つ
て
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

開
発
機
構
法
（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
。

以
下

「機
構
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第

一
項

第

一
号
イ
、　
口
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
原
子
力
基

本
法
及
び
動
力
炉
　
核
燃
料
開
発
事
業
団
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
六
十
二

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
動
力
炉
　
核
燃
料
開
発
事

業
団
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以

下

「旧
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
三
粂
第

一
項
第

一

号
若
し
く
は
第
二
号

（新
型
転
換
炉
に
係
る
部
分

に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ

る
業
務
又
は
こ
れ
ら
に
附
林
す
る
業
務
に
係
る
も

の
及
び
発
電
用
施
桜
周
辺
地
域
登
侑
法
施
行
令
第

二
条
各
号
に
掲
げ
る
施
段
の
う
ち
日
本
原
子
力
研

究
所
が
設
置
す
る
も
の
に
係
る
も
の

第

一
号
卜
中

「核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
法

（昭
和

四
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「機
構
法
」
と
い
う
。
）
」

を

「機
構
法
」
に
、
「原
子
力
基
本
法
及
び
動
力
炉
　
核
燃

料
開
発
事
業
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
年

法
律
第
六
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
働
力
炉

・
核
熔
科

開
発
事
業
団
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以

下

「旧
法
」
と
い
う
。
）
」
を

「旧
法
」
に
改
め
、
「
（新
型

転
換
炉
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）」
を
削
り
、

同
号
ソ
中

「次
号
力
」
を

「決
号
ヨ
」
に
改
め
、
同
号
マ

中

「次
号
キ
」
を

「次
号
ノ
」
に
改
め
る
。

第
二
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ
　
令
第

一
粂
第

一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
研
修

の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
係
る
委
托
費
又
は
補
助

金
の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
　
同
項
第
四
号

に
掲
げ
る
措
置
又
は
原
子
力
発
電
施
設
等
の
安
全

の
確
保
の
た
め
に
行
わ
れ
る
措
置
若
し
く
は
業
務

に
従
事
し
、
又
は
従
事
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
者
の
た
め
の
研
修

（試
験
研
究
炉
又
は
使
用

流
段
に
係
る
も
の
、
放
射
線
障
害
の
防
止
に
係
る

も
の
そ
の
他
の
科
学
技
術
の
総
合
的
な
振
興
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の

第
二
号
中
ク
を
ヤ
と
し
、
ヌ
か
ら
オ
ま
で
を
ル
か
ら
ク

ま
で
と
し
、
り
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ
　
令
第

一
条
第

一
項
第
二
十
号
に
規
定
す
る
拠
出

金
の
拠
出
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
原
子
力
発
電

施
設
、
実
用
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
、
再
処
理
施
設
又

は
廃
棄
施
設
の
設
置
の
必
要
性
に
関
す
る
知
識
の

普
及
を
図
る
た
め
の
調
査
に
係
る
も
の
で
あ
つ

て
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利
用
に
関
す
る
原
子

力
の
安
全
の
確
保
に
係
る
も
の

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

――――――‐

告

一不

Ｏ
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
四
号

道
路
交
通
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百

十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十

一
年
国
家
公
安

委
員
会
告
示
第
十
六
号

（道
路
交
通
法
第
百
十
粂
第

一
項

の
規
定
に
基
づ
き
自
動
車
専
用
道
路
を
指
定
す
る
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
　
村
田
　
吉
隆

第

一
号
の
表
四
百
七
十
人
号
の
項
の
決
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。附

　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
四
月
十
七
日
か
ら
施
行
す

■つ
。

Ｏ
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十

一
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
古
川
市
、志
口
郡
松
山
町
、

同
郡
三
本
木
町
、
同
郡
鹿
島
台
町
、
玉
造
郡
岩
出
山
町
、

同
郡
鳴
子
町
及
び
遠
日
郡
口
尻
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を

も
っ
て
大
崎
市
を
設
置
す
る
旨
、
宮
城
県
知
事
か
ら
属
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
八
年
三
月
二
十

一
日
か
ら
そ
の

効
力
を
生
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日

市
町
村
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
那
須
郡
湯
津
上
村
及
び
同

郡
黒
羽
町
を
廃
し
　
そ
の
区
域
を
大
口
原
市
に
編
入
す
る

旨
、
栃
木
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
七
年
十
月

一
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
総
務
大
巨
　
麻
生
　
太
郎

Ｏ
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
四
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
＋
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
握
美
郡
握
美
町
を
廃
し
、

そ
の
区
域
を
回
原
市
に
編
入
す
る
旨
、
愛
知
県
知
事
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
粂
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
〓不
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
七
年
十
月

一
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
総
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

Ｏ
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
五
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
西
春
日
井
郡
西
枇
杷
島
町
、

同
郡
消
洲
町
及
び
同
都
新
川
町
を
廃
し
　
そ
の
区
域
を

も
っ
て
清
須
市
を
設
置
け
る
旨
、
愛
知
県
知
事
か
ら
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
　
　
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。

右
の
処
分
は
　
平
成
十
七
年
七
月
七
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
総
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

Ｏ
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
六
号

町
村
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
粂
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
吾
川
郡
池
川
町
、
同
郡
吾

川
村
及
び
高
岡
郡
仁
淀
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
つ
て

仁
淀
川
町
を
設
置
す
る
旨
、
高
知
県
知
事
か
ら
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
粂
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

とつ
。右
の
処
分
は
、
平
成
十
七
年
八
月

一
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
総
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

Ｏ
総
務
を
告
示
第
四
百
四
十
七
号

郡
の
区
域
決
定

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
粂
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
吾
川
郡
池
川
町
、
同
郡
喜

川
村
及
び
高
岡
郡
仁
淀
村
を
廃
し
　
そ
の
区
域
を
も
つ
て

仁
淀
川
町
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
法
第
二
百
五
十

九
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
町
の
属
す
べ
き
郡
の
区

域
を
言
川
郡
と
す
る
旨
、
高
知
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
七
年
八
月

一
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
総
務
大
巨
　
麻
生
　
太
郎

町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
　
本
音
郡
志
津
川
町
及
び
同

郡
歌
津
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
つ
て
同
郡
荷

〓
一陸

町
を
設
置
す
る
旨
、
宮
城
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
粂
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
七
年
十
月

一
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
総
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎


